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Ｑ． 国道１号沿いの大きな看板は、町並み保存地区の歴史的環境にそぐわないため、一定の規制が必要では？

Ｑ． 地区計画の高さ制限については、駅前（現在の高さ制限：２０ｍ）も含めて全域を１２ｍとすべきでは？

Ｑ．  伝建地区・地区計画の合意形成に向けた今後の進め方は？
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【豊田市足助地区】
江戸期の町並みが残る伊那街道（中馬
街道）沿いの集落。平成23年より伝建
地区に指定されています。

「町並み調査の報告会」
のあらまし

　名古屋市では、名市大・愛工大・名工大の３大学と協力して、平成24～25年度の2カ年に

わたり、東海道沿いを中心に約40軒の町家の実測調査等を実施しました。この調査によって、

有松の町並みや歴史的環境は全国的に見ても価値が高いことが明らかとなり、重伝建（重要伝

統的建造物群保存地区）として国の選定を受けることが十分可能であることが分かりました。

　古地図等から、有松の町並みの形成過程を分析

しました。有松村が開かれたのは1608年です

が、当初に町並みが形成された範囲は西町～中町

の東海道沿いであり、東町に町並みが形成された

のは1700年代以降、まつの根橋以東は明治期以

降に町並みが形成されたことが分かりました。

　また、周辺地域は、江戸期においては田畑や山

林が広がっていましたが、明治期以降に急速に宅

地化が進み、現在のような住宅地に変化したこと

が分かりました。

■有松における町並みの形成過程　～まず西町・中町に町並みが形成され、徐々に東側に広がる～

調査を担当された先生方
・名古屋市立大学　溝口正人教授、 向口武志准教授
・愛知工業大学　　野々垣篤准教授、 岩田敏也講師
・名古屋工業大学　是澤紀子准教授

≪明治17年（1884年）の道路・土地利用≫

■有松の町家の建築年代とその特徴

～江戸期の様式を踏襲しながら、流行のデザインを取り入て変化していった有松の町家～

■伝統的工作物と環境物件≪門・塀・石積・水路・樹木等≫

～建物とともに有松の町並みを構成し、まちの成り立ちを物語る歴史資源～

町家と町家の間をつなぐ塀

　間口の広い屋敷構えが数多く見られる有松の町並みにおいては、屋敷

地を囲う門や塀が貴重な景観要素となっています。また、個々の建物の

間をつなぐように設置された塀が東海道沿いに多数確認され、町並みの

連続性を生み出す貴重な景観要素となっていることが分かりました。

■有松の町並みの特徴
 ・ 平入形式で統一されている
 ・ 江戸期の建物は２階が低い
 ・ 門・塀、樹木が多くみられる

　今回の調査では、屋根裏の棟札や床板の裏に書かれた墨書などが相次いで発見され、有松の町家

の建築年代がある程度判明し、「江戸後期」「明治期」「大正～昭和前期」の３つの時代に大きく

分類できることが分かりました。明治期以降に建てられた町家は、天明の大火（1784年）後に確

立された有松の町家の基本的な様式（瓦葺き、正面などをしっくいで塗り固めた塗籠造、切妻・平

入形式）を踏まえつつ、当時の流行を取り入れて２階の高さや窓のデザインが変化していく傾向が

確認されました。

溝口 正人 先生

■江戸後期の町家
・２階は建ちが低く、窓も小さい
・正面をしっくいで塗り固める

■明治期の町家
・２階が高くなり、窓が大きくなる
・正面をしっくいで塗り固める

■大正～昭和前期の町家
・２階がさらに高くなり、窓も大きくなる
・正面の木材を見せる

■足助の町並みの特徴
 ・ 平入形式と妻入形式が混在
 ・ 江戸期の建物も２階が高い
 ・ 門・塀、樹木は少ない

≪有松村絵図（1841年）≫

西町の東海道南側の敷地を通って中平部川に
合流する石積の水路（排水路）があり、江戸期か
ら存在しているものと考えられます。

有松小学校北側の斜面林

近代化

≪大屋根を改造して２階を高くした町家の事例≫

二重梁構造 軒高・棟高
　が低い

三重梁構造 軒高・棟高
　が高い

棟高
棟高

江戸期の小屋組（推定） 現在の小屋組（明治期に改造）

江戸期の大屋根の
軒の位置（推定）

≪足助の町並みとの比較≫

同じ愛知県内の街道沿い
の町並みでも、有松とは異
なる特徴があることが分
かります。

屋敷地内に残る石積と水路

妻入形式の建物妻入形式の建物平入形式の建物平入形式の建物

明治維新

　また、屋敷地などには、樹齢300年を

超える樹木や、樹林地、庭園などの歴史的

な緑が現在も残っており、ゆとりある良好

な景観を保持しています。このような緑も

有松の町並みの大きな特徴と言えます。

　また、石積や水路は、東海道沿いにはあ

まり見られませんが、脇道沿いや屋敷地の

背面に多く確認され、景観のアクセントと

なっています。こうした石積や水路は、屋

敷構えの構成や生活の歴史を物語る貴重な

遺構でもあります。
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　有松で検討が進められている伝建地区制度は、歴史ある町並みや建物を大切にしなが
ら、所有者の負担を減らし、より住みやすいまちにしていくための制度であると思います。
　伝建地区では、古い建物の全てを昔の状態に戻す必要はありません。今回、建物のどこに
価値があるのかを明らかにする調査を行いましたが、逆に言えば、価値のある部分はきちん
と守り、そのほかは現代の生活に合わせて変えても良いということです。


